
学　校　教　育　課

大山崎町スポーツ振興審議会条例の一部改正について

大山崎町スポーツ振興審議会運営規則の一部改正について

大山崎町スポーツ推進委員の委嘱について

平成２５年度中学校使用教科用図書の採択について

大山崎町教育委員会委員の辞職について

大山崎町教育委員会委員長職務代理者の選任について

大山崎町立学校の通学路に関する要綱の制定について

大山崎町スポーツ推進委員の委嘱について

大山崎町立中学校スクールランチ事業実施要綱の制定について

大山崎町教育委員会委員長職務代理者の選任について

各諸報告事項について

大山崎町私立幼稚園児教材費補助金交付要綱の制定について

大山崎町私立幼稚園設備費補助金交付要綱の制定について

大山崎町私立幼稚園心身障害児教育振興補助金交付要綱の制定について

大山崎町乙訓私立幼稚園協会教育研究補助金交付要綱の制定について

各諸報告事項について

教育長の任命について

各諸報告事項について

大山崎町立学校ハラスメントの防止に関する要綱の一部改正について

各諸報告事項について

各諸報告事項について

平成26年度小学校使用教科用図書の採択について

平成26年度中学校使用教科用図書の採択について

平成26年度大山崎町教育予算の承認について

（第18号議案）

　6月定例

　4月臨時

　8月定例

（第21号議案）

（第22号議案）

（第23号議案）

　5月定例
（第19号議案）

　9月臨時

（第15号議案）

（第16号議案）

（第17号議案）

　10月定例

　7月定例

（第24号議案）

　11月定例

　12月定例

（第1号議案）

（第3号議案）

（第25号議案）

（第26号議案）

（第20号議案）

　6月臨時

　9月定例

　2月定例

　1月定例

（第2号議案）

教 育 委 員 会 費

１．教育委員会の状況

　　教育委員会は、定例会12回、臨時会5回を開催し、当面する教育問題を検討・協議した。主な内容は、下記のとおりである。

（第13号議案）

（第14号議案）
　4月定例
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教職員管理職の人事異動について

大山崎町立大山崎小学校評議員の委嘱について

大山崎町立第二大山崎小学校評議員の委嘱について

大山崎町立大山崎中学校評議員の委嘱について

平成26年度学校・社会教育の指導の重点を定めることについて

大山崎町留守家庭児童会育成事業運営要綱の一部改正について

大山崎町教育委員会事務局職員の任免について

　　以上のとおり、1年間を通じ教育諸事業及び諸問題について意欲的に検討・協議し、本町の教育の進展に大きく寄与した。

（第7号議案）

（第8号議案）

（第6号議案）

（第4号議案）　2月臨時

　3月臨時 （第10号議案）

　3月定例

（第9号議案）

（第5号議案）
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学　校　教　育　課

　6月

　7月 市町村就学指導・教育相談研究協議会出席（町就学指導委員、町特別支援教育コーディネーター、担当指導主事）

　8月 就学前部会の実施、教育相談、資料収集、巡回相談等への相談支援、第1回就学指導委員会研修会の実施

　9月

 10月

 11月

 12月    

  2月

　3月 教育長へ平成25年度審議結果を答申

各部会（就学前・在学・特別支援教育推進）の実施

各部会（就学前・在学)の実施

各部会の実施、第3回町就学指導委員会総会（就学・進路指導状況の最終報告・確認、教育長への答申内容の確認、平成25年度事業まとめ及び平成26年度
申し送り事項の確認）

事 務 局 費

１．就学指導委員会の状況

就学指導委員会は、年3回の総会とその会に向けて各部会を定例的に開催し、心身に障害のある児童・生徒及び就学前児童に対し、障害の実態に応じた適切な就学・進
学ができるよう審議と検討を行った。また、府特別支援教育体制推進事業等に伴う巡回相談等に町特別支援教育コーディネーター、担当指導主事は、委員として相談支
援した。

第1回町就学指導委員会総会（委員委嘱、所属部(就学前・在学・特別支援教育推進）の役員決定、全体事業計画の策定、平成24年度の経過と審議結果及び
平成25年度学校体制及び通級指導教室体制の報告、指導資料様式の確認、各部会で事業計画の策定

教育相談、資料収集、対象幼児の保育参観と懇談の実施、各部会（就学前、在学、特別支援教育推進）の実施      

各部会（就学前・在学・特別支援教育推進）の実施、第2回町就学指導委員会総会（就学・進路指導状況等の報告、対象幼児・児童・生徒等の審議・総会
見解の確認）
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学　校　教　育　課

(１) 私立幼稚園就園奨励費補助金（国庫1/3以内）

（国の定める基準に準ずる・内国庫補助金 5,297,000円）

(２) 私立幼稚園児教材費補助金（町単費）

(３) 私立幼稚園設備費補助金（町単費）

(４) 乙訓私立幼稚園協会教育研究補助金（町単費）　

（1園）

   （大山崎町支部１園）

180,000円

65,000円

3 歳 児 4 歳 児

10人 57人

幼 児 教 育 振 興 費

１．幼児教育振興事業

　幼児教育振興のために、保護者及び私立幼稚園に対し、次の補助を行った。

（192人）

対象園児数
67人 192人

21,724,200円

満 3 歳 児

58人

5 歳 児 計

（225人） （満3歳児～5歳児　　年額　40,800円補助）9,180,000円
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学　校　教　育　課

男 女 計 男 女 計

負

担

法

に

よ

る

者

そ

の

他

の

者

負

担

法

に

よ

る

者

そ

の

他

の

者

男 女 計

大山崎
小学校

21 2 119 110 102 94 94 80 329 270 599 1 1 27 1 5 11 24 35 1 　 1  2 2

第二
大山崎
小学校

12 2 52 58 47 43 40 54 140 154 294 1 1 18 1 1 3 10 15 25 1 1 1

小学校
計

33 0 4 171 168 149 137 134 134 469 424 893 2 2 45 2 1 8 21 39 60 2  1 3 3

大山崎
中学校

12 2 124 123 131 182 196 378 1 1 22 1 　 6 18 13 31 1 1  1

中学校
計

12 0 2 124 123 131 0 0 0 182 196 378 1 1 22 1 　 6 18 13 31 1 0 0 0 0 0 1  1

養

護

職

員

そ

の

他

計

小学校

中学校

養

護

教

諭

栄

養

教

諭

講

師

計
事務職

員
学校栄
養職員

5

学

年

6

学

年

計
校

長

教

頭

教

諭

複

式

学

級

特

別

支

援

学

級

1

学

年

2

学

年

3

学

年

4

学

年

学 校 管 理 費

１．学校別・学年別・児童生徒数・学級数及び職名別教職員数 （平成25年5月1日現在）

区分 学校名

学　級　数 児 童 ・ 生 徒 数 教 員 数 職 員 数

単

式

学

級
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２．学校施設整備事業

第二大山崎小学校厨房室ガス管腐食改善工事 字円明寺小字西法寺地内 1,128,750 給食室のガス管改修工事

第二大山崎小学校普通教室棟1～3階トイレ改修工事 字円明寺小字西法寺地内 34,889,400
普通教室棟1～3階のトイレ改修工事
（平成24年度繰越明許）

第二大山崎小学校外部エキスパンジョイント取合い壁
落下部分補修工事

字円明寺小字西法寺地内 840,000 普通教室棟の外壁改修工事

工 事 名 工 事 場 所 金額 （円） 工 事 の 概 要

大山崎小学校第二理科室改装工事 字円明寺小字百々地内 997,500 第二理科室を普通教室に改装工事
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学　校　教　育　課

経済的理由によって就学困難と認められる児童又は生徒の保護者に対して必要な援助を行う。

歳出

歳入

歳入

(２) 特別支援教育就学奨励

244,669円 歳出

84,000円 歳入

補助率＝援助対象経費の1/2以内 　

計 233,819円 10,850円

（国庫補助金） 　

学 用 品 費 等 57,819円 10,850円

給 食 費 176,000円 0円

7人 1人 1人

（支給の内容） 小学校 中学校

（ 府 補 助 金 ） 被災児童生徒就学等支援事業補助金 161,000円

（ 目 的 ）
特別支援学級に就学する児童又は生徒の保護者の経済的負担を軽減するため、その負担能力の程度に応じ経費の一部を支給して特別支援教育の普
及奨励を図る。

（ 支 給 人 員 ） 大山崎小 第二大山崎小 大山崎中

計 4,492,040円 2,529,350円 7,021,390円 （内、要保護分  51,048円)

（国庫補助金） 補助率＝援助対象経費の1/2以内　（要保護分のみ） 25,000円

医 療 費 12,110円 0円

給 食 費 3,008,722円 0円

（援助の内容） 小学校 中学校

学 用 品 費 等 1,471,208円 2,529,350円

準 要 保 護 30人 41人 50人

要 保 護 5人 0人 2人

教 育 振 興 費

１．就学援助の状況

（ 目 的 ）

（ 認 定 人 員 ） 大山崎小

(１) 要保護及び準要保護児童・生徒援助

第二大山崎小 大山崎中
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生　涯　学　習　課

種　　類 期  日

4月24日

8月20日

12月3日

3月13日

社 会 教 育
推 進 事 業

6月29日

社 会 教 育 総 務 費

社会教育団体
指導者33名

１．社会教育の状況

事　　業　　名 対　　　　　象

社 会 教 育
委 員 会 議

①議題
　◇平成25年度社会教育委員関係事業報告について
　◇平成25年度生涯学習課関係事業報告について
②意見交流
  ◇社会教育関係団体補助金について

①議題
　◇平成25年度社会教育委員関係事業報告について
　◇平成25年度生涯学習課関係事業報告について
  ◇大山崎町社会教育関係団体補助金交付基準について

社会教育関係団体等交流会

①町教育委員会「指導の重点（社会教育）」の説明について
②各団体の主な事業の紹介
③各団体の交流・協議について
④講演：「淡水魚の観察」～地域における青少年活動について～
　 講師：南丹市市民福祉部人権政策室長  平井静男 氏
           （前南丹市教育委員会社会教育課長補佐）

内　　　　　　　　　　　　　容

第4回　町社会教育委員会議

第1回　町社会教育委員会議

第2回　町社会教育委員会議

第3回　町社会教育委員会議

①平成25・26年度大山崎町社会教育委員委嘱について
②研修
　　社会教育委員の役割等について
③議題
　◇大山崎町社会教育委員長・副委員長の選出について
　◇乙訓社会教育委員等連絡協議会副会長・理事・監査の選出について
④報告
　◇平成24年度社会教育委員及び社会教育活動の実績について

①議題
　◇平成25年度社会教育委員関係事業報告について
　◇平成25年度生涯学習課関係事業報告について
　◇平成26年度中央公民館事業計画（案）について
②意見交流
　平成25年度人権教育研修会に係る意見交換について

社会教育委員9名
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種　　類 期  日

11月10日

① 5月11日～3月8日

②長期休業中を除く
土曜日の午前中

8月27日

12月17日

成 人 教 育 1月13日

家 庭 教 育
支 援 事 業

2月13日

◎開講式　◎飯盒炊さん　◎夏季宿泊キャンプ　◎運動会　◎料理講習会
◎クリスマス会　 ◎春季宿泊キャンプ　◎閉講式 など

青年リーダー「ゆうやけ」
12名

小学4年生～中学3年生
43名

親 子 映 画 鑑 賞 会

「大山崎町ときめきチャレンジ推進事業」

町内在住の新成人146名
（出席者 130名）

町内在住・在勤者
（参加者 98名）

演題：「大切なもの・命・平和・教育～子どもたちの未来のために～」
講師：NPO法人ルワンダの教育を考える会理事長
        カンベンガ・マリールイズ 氏

◇式典
◇新成人による企画・ビデオレター

青 少 年
教 育 事 業

ジ ュ ニ ア ・ リ ー ダ ー
養 成 講 習 会

◇小・中学生から高校・大学生までの異年齢集団の中で、文化・体育等諸活
動を行い、各種技術の習得をはじめ、社会性および生きる力を身につけるとと
もに、子ども会等での指導を通じて地域に貢献する。

②参加者　1,392名

親子217名

説明会に参加の
保護者の児童
（参加児童8名）

町立小学校新入学児童の保護者に対する説明会の間、保育サポーターを別
室に配置

子 育 て 講 座

第 61 回 成 人 式

青 少 年
健 全 育 成
事 業

事　　業　　名 対　　　　　象

②学校開放事業（各小学校体育館・運動場・公民館）

◇京都府警防犯啓発ビデオ
◇上映
　「ドラえもん　のび太と奇跡の島アニマルアドベンチャー」

内　　　　　　　　　　　　　容

人権教育

①子どもにとって安心安全な居場所の提供（主に土曜日の午前中）。
　地域の大人による有意義な体験活動の実践。放課後子どもプラン推進事業 ①参加者  　300名

一般住民

5月19日
　～3月22日

人権教育研修会

演題：「見えない世界～健常者との共生を目指して～」
講師：公益社団法人京都府視覚障害者協会副会長　松永信也 氏

町内在住・在勤者
（参加者116名）
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種　　類 期  日

補助事業
社会教育関係団体

育成補助事業

社会教育関係団体7団体に育成補助金を交付、各会の運営及び事業に指導助言。

左記7団体

・大山崎町婦人会
・大山崎町少年補導委員会
・大山崎町青少年健全育成協議会
・大山崎町文化協会
・大山崎ふるさとガイドの会
・大山崎町PTA連絡協議会
・社会を明るくする運動大山崎地区推進委員会
・えごまクラブ(平成25年度認定）

事　　業　　名 対　　　　　象内　　　　　　　　　　　　　容
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生　涯　学　習　課

１．公民館の実施事業

種　　　類 内　　　容 期　　　日 対　　　象

公民館大会 『出会いの場、学びの場、つながりの場』　～　今、求められる公民館の役割とは　～ 8月30日 公民館職員等

「3つのお手玉をマスター！」　プロジャグラーが、基礎から丁寧に教えます。珍しい中国ゴ
マやシガーボックスにも挑戦できます。

7月24日他

陶芸を体験することにより、創造性を高め、物作りの楽しさと喜びを体験、世代間の交流を
深める

7月25日他

風力発電の工作－環境のお話し発電あそび 8月2日

楽しく、人に優しい夢のある作品を作る 8月23日

植物にふれ、匂いや手触りの違いを確かめよう。拾った木の枝や、葉を使ってリースを作りま
す。

12月7日

「スマイルくんを作ろう」　バルーン作りを通じて物作りを楽しむ 1月25日

自分だけの絵本を作ろう 2月1日

楽しいヒップホップダンス教室（入門）。エクササイズや音楽にあわせて踊る、簡単なダンスも
あります。

2月22日
3月1日

夏にきらめくシルバーアクセサリーを作ろう。ペンダントトップや指輪を作ります。
6月20日
6月27日

「浴衣の着方と半幅帯の結び方」　浴衣の着付けのポイントと、半幅帯でちょうちょ結びと貝
の口をレッスンします。

7月12日

京菓子づくりの伝統をまもる和菓子屋さんから店主を招き、菓子づくりの魅力を学びます。き
んとん、ねりきりから数種類作ります。

9月14日

ちぎり絵や墨と筆を使って心のこもった年賀状作り 10月29日

茶の湯に関する話を聞き、実践的な茶会を体験します。 11月8日他

絵本作り教室

バルーン教室

ヒップホップダンス教室

公 民 館 費

京都府公民館大会

事　業　名

みんなで楽しく遊ぼう身近
な科学遊び

子ども陶芸教室

一般住民

ジャグリング体験教室

和菓子づくり教室

絵手紙教室

成人向き事業

小中学生自然ものづくり教室

トールペインティング教室

子ども体験事業

銀細工教室

着付教室

茶の湯教室
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種　　　類 内　　　容 期　　　日 対　　　象

人としての終い方・あるいは結び方“終活”ってなに？
自分らしく生き、逝くために、自分の気持ちをちゃんと家族に伝えるためのエンディングノ－
トの書き方やそのために必要な制度や準備などを学びます。

11月16日

ぶどうパン作り
はじめての方でもおいしく焼けます。計量から焼き上げまで体験できます。

11月26日
11月29日

クリスマスの季節にふさわしいドイツの定番クッキー「キプフェル」のレシピを学びます。
ドイツでの生活を体験された講師を迎え、日本風にアレンジされていない、現地のお菓子の
魅力に触れてみます。

12月14日

お正月に向けて、冬の寄せ植えなどの水やりや管理について学びます。 12月21日

～座ったままで、誰でもできるオリジナル体操～「わたしたちの笑顔ってこんなに素敵！？」
と心から笑って、心から泣けます。

10月5日

介護予防や健康に関心をもち、地域で介護予防活動などのボランティア活動に取り組みた
い。

11月9日他

公民館サークル・社会教育関係団体の活動を育成・支援する 4月～3月 関係者

公民館サ－クル連絡協議会の総会の開催他 4月6日 関係者

「第14回公サ連まつり」の開催 6月15日～16日 一般住民

平成26年度サークル登録説明会 12月7日 関係者

園芸教室

共催事業

参加型健康講演セミナー
「笑う体操」

パン作り教室

成人向き事業

事　業　名

一般住民

助け愛隊「サポーター養
成講座」

育成支援事業
サークル

活動育成支援

エンディングノ－トの書き
方教室

洋菓子づくり教室
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ホール 実習室 ゆめほっぺ 会議室 講座室 本館和室 談話室 大研修室 第1研修室 第2研修室 別館和室 料理講習室 計

午前 173 92 129 94 16 116 81 154 70 98 78 76 1,177

午後 221 92 129 87 23 72 79 91 105 90 37 59 1,085

夜間 193 58 89 40 70 70 153 95 38 22 8 836

※「ゆめほっぺ」（子育て支援センターとして、保育交流スペースを提供しています）

○蔵書数　　　　　　　　　 ○年間受入図書内訳 ○除籍図書

一般書 一般書 一般書

児童書 児童書 児童書

○利用状況　

(１) 公民館利用状況

3,098

70,529

合 計(人）

別館

（開館日数　　279日）

本館

（開館日数　　279日）

1冊

1冊789冊
内 訳 内 訳

0冊381冊

総　　数　1,170冊総　　数

貸出冊数(冊)

延べ貸出者数（人）

開室日数（日）

21,613

総　　数

内 訳

32,071冊

20,212冊

11,859冊

予約受入件数 6,380冊

289

3,212登録者数（人）

2,493冊相互貸借件数

     

総 数 一 日 平 均

(２) 図書室開設の状況

75

244
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生　涯　学　習　課

13名 21名 8名 5名 11名 8名 6名 4名 38名 38名

13名 9名 13名 7名 14名 6名 3名 2名 43名 24名

開設日数：288日

（単位：円）

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

開設年月日
1年

75名 46名

19名 13名

合計

7名 45名

軽量鉄骨　185.63㎡

留守家庭児童会（なかよしクラブ1・2） 木造瓦　　165.00㎡ 昭和52年4月

188名合計

5（3）名

6（4）名

6名

留 守 家 庭 児 童 会 育 成 費

大山崎町立小学校・府立特別支援学校等に在籍する小学1年生～小学4年生までの児童の保護者が共働きその他の事情により、放課後の保育を受けられない状態にある児
童を対象に保育を行っている。

(１) 児童数および施設概要

留守家庭児童会名
児 童 数

指導員数 施 設
2年 3年 4年

（平成26年3月末日現在）

平成24年度決算 平成25年度決算

22名

(２) 年度別留守家庭児童会運営経費

15（9）名

※なかよしクラブ1は左枠・なかよしクラブ2は右枠、でっかいクラブ1は左枠・でっかいクラブ2は右枠に記入

※（　）は臨時指導員数の内書

昭和52年4月

平成22年4月軽量鉄骨　 64.80㎡

留守家庭児童会（でっかいクラブ1・2）

8,451,400

年 間 所 要 経 費 決 算 額 62,690,727 52,665,523

4（2）名

45名

留守家庭児童会（ともだちクラブ）

比 率 ％

経 常 経 費 （ Ａ － Ｂ ） 62,690,727 52,665,523

65.1% 46.4%

投 資 的 経 費 0 0

一 般 財 源 （ Ｃ － Ｄ － Ｅ ） 40,804,327 24,425,323

国 府 補 助 金 13,435,000 17,748,000

保 護 者 協 力 金 10,492,200

児 童
一 人 当
月 額

経常経費　　　　　Ｃ／Ｇ 35,239 22,978

22,937 10,657

4,751 4,578保護者協力金　　Ｅ／Ｇ

一般財源　　　　　Ｆ／Ｇ

Ｆ／Ｃ

年 間 延 べ 入 会 児 童 数 1,779

人 件 費 等 （ 指 導 員 人 件 費 ） 58,899,436 44,572,541

国府補助金　　　Ｄ／Ｇ 7,552 7,743

2,292

比 率 ％ Ｈ／Ｃ 94.0% 84.6%
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生　涯　学　習　課

種類 事業名 　　内容 期日 対象 備考

文化事業 乙訓文化芸術祭
長岡京市・向日市・大山崎町内8中学校の吹奏楽部演奏発表
会

平成25年5月3日 一般住民1,000名

乙訓文化芸術祭実
行委員会、乙訓地
方中学校校長会主
催

大山崎中学校職場体験
学習

体験学習　埋蔵文化財整理作業
平成25年11月12日
～13日

2年生5名 文化財整理室

スライドでみるおとくにの
発掘

乙訓地域の二市一町の当該年度に実施された発掘調査成果
を報告する。大山崎町では、史跡大山崎瓦窯跡の成果を報告
した。

平成26年3月2日 一般住民約100名
乙訓文化財事務連
絡協議会主催

国宝重要文化財等保存
整備費補助金

鳥居前古墳第8次調査
平成25年5月15日
～平成26年3月31日 鳥居前古墳

埋蔵文化財緊急発掘調
査費補助金

鳥居前古墳第8次調査
平成25年5月15日
～平成26年3月31日

　
鳥居前古墳

史跡等・登録記念物・歴
史の道保存整備事業

史跡大山崎瓦窯跡の整備に伴う調査
（第69次遺跡確認調査・第72次遺跡確認調査）

平成25年5月15日
～平成26年3月31日

史跡大山崎瓦窯跡

震災等緊急雇用対応事業　大山崎町埋蔵文化財整理事業
平成25年2月28日
～平成25年10月31日

埋蔵文化財資料

重点分野雇用創出事業　大山崎町埋蔵文化財整理事業
平成25年6月18日
～平成26年2月28日

埋蔵文化財資料

京都府みらい戦略一括
交付金

史跡大山崎瓦窯跡の整備に伴う調査
（第69次遺跡確認調査・第72次遺跡確認調査）

平成25年5月15日
～平成26年3月31日

史跡大山崎瓦窯跡

文 化 財 保 護 費

1.文化財保護の状況

普及啓発事業

緊急雇用対策事業

補助金事業
(受入)
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種類 事業名 　　内容 期日 対象 備考

補助金事業
（交付)

国宝重要文化財等保存
整備費補助金　重要文
化財(美術工芸品)木造
阿弥陀如来立像保存修
理事業

阿弥陀如来立像の附「阿弥陀如来種子月輪牒」「未敷蓮華(包
紙添)」及び｢紙本墨書」の修理に対して大山崎町文化財補助金
を交付した。

平成25年5月15日
～平成26年3月31日

宗教法人　大念寺

文化財調査事業
（国庫補助）

鳥居前古墳第8次調査 後円部南東側で墳丘の遺存状況を確認するために実施した。
平成25年12月17日
～平成26年3月31日

50㎡

第69次遺跡確認調査
史跡大山崎瓦窯跡

史跡整備の情報を得るため、発掘調査を実施した。
9号窯・10号窯を検出した。

平成25年5月27日
～平成25年9月19日

150㎡

第72次遺跡確認調査
史跡大山崎瓦窯跡

史跡整備の情報を得るため、発掘調査を実施した。
2号窯～6号窯の西側の土地利用の把握を主目的に調査を実
施した。

平成26年2月12日
～平成26年3月31日

70㎡

第70次遺跡確認調査
（山崎津跡）

住宅造成に伴って実施。
近世の鏡田（永荒沼）の湿地堆積を確認した。

平成25年10月28日
～平成25年11月13日

180㎡

長岡京跡右京第1077次
調査

工場施設建設に伴って実施。
旧表土や遺構面が削平され、遺構が遺存していない状況を確
認した。
円筒埴輪の断片が盛り土層から出土した。

平成25年11月18日
～平成25年12月10日

478㎡

第71次遺跡確認調査
（長岡京跡　円明寺跡）

宅地造成に伴って実施した。
12～13世紀代の土器・瓦類の包含する谷状の堆積物を検出し
た。
なかでも軒平瓦2点の出土は、西側の円明寺山荘や園地との関
係を考える重要な資料として評価される。

平成26年1月14日
～平成26年1月29日

132㎡

文化財調査事業
(原因者)

史跡整備事業
（国庫補助）
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種類 事業名 　　内容 期日 対象 備考

大山崎町文化財保護審
議会

文化財保護に関する事業報告および事業計画について報告
し、専門的立場からの指導・助言を得た。

平成26年2月18日
委員5名、事務局5名
（計10名）

史跡大山崎瓦窯跡史跡
整備委員会

整備事業に係る平成25年度事業の概要説明及び平成26年度
の事業計画を説明し、専門的立場からの指導・助言を得た。

平成25年7月19日

史跡大山崎瓦窯跡史
跡整備委員8名、助言
京都府教育庁1名、乙
訓教育局1名、事務局
4名（計14名）

埋蔵文化財発掘の届出
57件の届出を受理。
発掘調査3件、工事立会16件、慎重工事38件の指示を行った。

年度内 一般住民

古墳時代前期末に位置付けられる鳥居前古墳は、過去の調査
によって、全長約51ｍ、後円部径38ｍに復原されている。当該
古墳は、その大半が現在宅地開発予定地にふくまれており、保
存について地権者、府、国と協議を行っている。

継続協議 約5000㎡

「乙訓地域の首長墓群の歴史的位置付けについて」連絡会議 平成25年8月20日 鳥居前古墳

「乙訓古墳群の国指定史跡に向けた取り組みについて」連絡会
議

平成26年1月24日 鳥居前古墳

史跡大山崎瓦窯跡の追
加指定

史跡指定地の北隣接地の宅地（小字白味才40番4）の国指定
史跡の追加指定について、国に意見具申を行った。

平成26年1月16日 史跡大山崎瓦窯跡

事務事業

委員会

鳥居前古墳の保存協議
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生　涯　学　習　課

１．歴史資料館事業状況

種 類 内 容 期 日 対 象 備 考

春季小企画展 最近確認された新しい原画を展示した。 5月1日～26日 730名 資料館展示室

夏季小企画展
戦前、戦中の史料を展示。当時を振り返り、平和の尊
さを考える。

8月6日～25日 294名 資料館研修室

第1回　「地域教材としての城郭跡について」
吉澤　雅嘉氏(城郭研究家)

8月24日 35名

第2回　「三好政権と城郭」
天野 忠幸氏(関西大学非常勤講師)

9月23日 97名

第3回　「戦国期城郭用語の研究」
福島 克彦(大山崎町歴史資料館館長)

11月4日 84名

京都府域の平地城館跡に関する絵図、戦国時代の
古文書、伏見城を描いた『洛中洛外図』などを展示。

10月26日
　～12月1日

1,976名 資料館展示室

第1回　「豊臣秀吉の城郭について-山崎城以後-」
中井 均氏(滋賀県立大学教授)

11月10日 105名

第2回　「考古学から見た戦国期の城郭跡」
森島 康雄氏(京都府立山城郷土資料館主査)

11月23日 86名

「戦国期西岡の城跡を歩く」大山崎東黒門、大山崎
町歴史資料館、物集女城跡、革嶋城跡、三宮神社

11月30日 37名 現地

第21回企画展の内容と説明の方法について大山崎
ふるさとガイドとともに学習した。
講師　福島 克彦

11月7日 30名 資料館研修室

事 業 名

資 料 館 費

「蘭花譜―新しく発見された原画」

小企画展
「第15回平和のいしずえ展」

ふるさとセンター
3階ホール

連続講演会
「城郭研究の可能性」

連続講演会

歴史講演会
ふるさとセンター
3階ホール

秋季企画展

現地見学会

ふるさとガイドのための講習会

第21回企画展
「戦国　京都周辺の城をめぐる」

-130-



種 類 内 容 期 日 対 象 備 考

学校週5日制事業
豊臣秀吉が山崎合戦のあとに築いた、天王山の山
城について調べる。
調べた内容の展示もする。

6月22日・29日
17名 資料館研修室

歴史教室

山崎合戦で勝利した豊臣秀吉は天王山山頂に山崎
城を築いた。当時の城跡を学んでコルクボードで城
跡の模型を作る。合間にお抹茶もいただく。
講師　吉澤 雅嘉氏

7月25日・26日 35名
資料館研修室
ふるさとセンター
3階ホール

歴史街道推進
協議会関連事業

大山崎町から勝竜寺城公園、一文橋を越え、向日市
文化資料館へ

11月9日 55名 現地

大河ドラマ誘致
リレーイベント

講演会、シンポジウム、宮下英樹サイン会 11月24日 70名
ふるさとセンター
3階ホール

小企画展
阪急西山天王山駅開業を機に円明寺村の歴史を
『小泉家文書』から明らかにしていく。

平成26年2月4日
　～3月2日

752名 資料館研修室

古文書講座
『離宮八幡宮文書』『松田家文書』『二尊院文書』など
を扱う。

平成26年
3月6日・13日

19名
ふるさとセンター
3階ホール

地域学習展示
交流会

町内小中学校の総合的学習の成果を展示する。
平成26年
3月2１日

～4月13日
798名 資料館研修室第13回地域学習展示交流会

事 業 名

第10回子ども歴史クラブ
「豊臣秀吉の山崎城を調べよう！」

第15回夏休み子ども歴史教室
「豊臣秀吉の山崎城の模型を作
る！」

古文書講座
「油売りの古文書」

小企画展
「円明寺村のかたち」

戦国の西岡を歩く

シンポジウム『戦国歴史マンガの舞
台裏-『センゴク一統記』宮下英樹先
生をお招きして』
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（単位：日、人）

有 料

大 人 視 察 小 ・ 中 招 待 計

平成25年4月 25 385 10 30 0 40 425

5月 26 767 7 19 3 29 796
・小企画展「蘭花譜-新しく発見された原画」
　（5月1日～26日）

6月 26 631 2 52 10 64 695

7月 26 455 16 51 3 70 525

8月 27 317 5 58 0 63 380

9月 24 426 19 12 0 31 457

10月 23 736 91 10 8 109 845

11月 26 1,403 29 94 28 151 1,554

12月 19 340 33 27 16 76 416

平成26年1月 21 270 2 11 0 13 283 　

2月 23 497 15 149 0 164 661

3月 26 922 3 27 7 37 959
小企画展「円明寺村のかたち」（2月4日～3月2日）
古文書講座「油売りの古文書」（3月6日・13日）
地域学習展示交流会（3月21日～4月13日）

合　計 292 7,149 232 540 75 847 7,996

備 考

・子ども歴史クラブ「豊臣秀吉の山崎城を調べよう！」
　（6月22日・29日）
・夏休み子ども歴史教室「豊臣秀吉の山崎城の模型を作
る！」（7月25日・26日）

・「平和のいしずえ展」（8月6日～25日）
・連続講演会「城郭研究の可能性」
　（8月24日、9月23日、11月4日）
・第21回企画展「戦国 京都周辺の城をめぐる」
　（10月26日～12月1日）
・歴史街道推進協議会関連事業「戦国の西岡を歩く」
　（11月9日）
・大河ドラマ誘致リレーイベント「戦国歴史マンガの舞台裏」
　（11月24日）

２．資料館入館者の状況

年　月
開 館
日 数

無 料
合　計
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生　涯　学　習　課

種　　類 事　　業　　名 内　　　　　　　　　　　　　　　　容 実　施　日 対　　　象 備　　　考

両小学校及び中学校の体育施設を各種スポーツ活動等に開放
する

年　　　間 町　住　民 947件（21,520名）

桂川河川敷公園野球場及びテニスコート・陸上競技場の開放 年　　　間 町住民・町外 140件（5,791名）

岩崎運動広場テニスコートの開放 年　　　間 町　住　民 275件（2,929名）

用具開放 各種用具を地域等に貸出 年　　　間 町　住　民

ナイター施設
開放事業

スポーツ開放 大山崎小学校のナイター施設を、開放規則により開放 年　　　間
町　住　民

（登録団体）

バレーボール審判講習会 3月16日 町　住　民 町体育館（30名）

　　第26回全国少年
　　　フェンシング大会

バドミントン 年間5回 小・中学生 9名

ドッジボール 年間5回 小・中学生 3名

サッカー 年間5回 小・中学生 11名

バレーボール 年間5回 小・中学生 9名

バスケットボール 年間5回 小・中学生 7名

卓球 年間5回 小・中学生 11名

ソフトテニス 年間4回 小・中学生、成人 2名

フェンシング 年間8回 小・中学生 8名

新体操 年間7回 3歳～成人 4名

保 健 体 育 総 務 費
　

審判技術の習得を図るため開催

施設・用具
開放事業

施　設　開　放

指導者養成 各種審判講習会

総合型地域
スポーツクラ
ブ育成事業
（わくわくクラ
ブおおやま

ざき）

大会の開催 全国から331人の参加による少年少女のフェンシング大会を開催 10月26日・27日 22都府県　99チーム

スポーツ教室

全　　　　国
（小学1年生～

　　　　中学3年生）
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種　　類 事　　業　　名 内　　　　　　　　　　　　　　　　容 実　施　日 対　　　象 備　　　考

ラージボール卓球 年間14回 町住民（成人） 6名

ソフトバレーボール 年間10回 町住民（成人） 11名

春のバスツアー（福井県立恐竜博物館） 4月21日 町住民（親子） 23名

カヌー教室(京都府京丹波町和知） 8月3日・4日 町住民（親子） 21名

秋のバスツアー（名古屋方面） １１月17日 町住民（親子） 45名

クリスマスイベント 12月23日 町住民 135名

設立7周年記念イベント 2月8日 町住民 48名

サタデーナイト 土曜日（年間19回） 町住民 733名

第52回町民体育祭 10月13日 町住民 約3,000名

プログラム検討委員会 6月21日 検討委員 10名

全係打合せ 7月25日 全役員 89名

授賞係打合せ 8月28日 授賞係 11名

プログラム編成委員会 8月30日 地区代表者 45名

審判員打合せ 9月3日 審判員 24名

記録係打合せ会 9月21日 記録係 5名

各係責任者打合せ会 10月10日 責任者 15名

準備係打合せ 10月8日 準備係 14名

グラウンドゴルフ・ソフトボール・ソフトバレーボール 年　　間 町住民

総会 5月15日 役員・委員 35名

定例地区運営委員会 年間6回 運営委員

定例スポーツ団体運営委員会 年間4回 運営委員

グラウンドゴルフ委員会 10月4日 グラウンドゴルフ委員 35名

グラウンドゴルフ大会　　  試合：町内17地区対抗戦 11月23日 町住民 164名

ソフトボール委員会 8月2日 ソフトボール委員 32名

ソフトボール大会　　　　 　試合：町内17地区対抗戦 町住民 雨天のため中止

ソフトバレーボール委員会 5月28日 ソフトバレーボール委員 26名

ソフトバレーボール大会　 試合：町内17地区対抗戦 6月23日 町住民 151名

ニュースポーツの集い運営者会議 5月17日 運営者 7名

ウォーキング＆ニュースポーツの集い 6月8日 町住民 22名・51名

ダブルス卓球大会 3月9日 町住民 30名

団体卓球大会 8月11日 町住民 17名

第28回おはようゲートボール大会 6月2日 町住民 20名

スポーツ教室

総合型地域
スポーツクラ
ブ育成事業
（わくわくクラ
ブおおやまざ

き）

委託事業
(町体育協会)

委託事業 第52回町民体育祭

体　育　大　会

各種大会等
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種　　　類 事　　業　　名 実　施　日 対　　　象 備　　　考

10月20日 代 表 者 7名

10月20日 代 表 者 1名

11月10日 代 表 者 9名

10月27日 代 表 者 14名

11月9日・10日 代 表 者 15名

2月8日・9日 代 表 者 20名

11月2日 代 表 者 15名

10月27日 代 表 者 8名

9月21日・22日 代 表 者 10名

11月17日 代 表 者 6名

11月4日 代 表 者 11名

11月4日 代 表 者 8名

3月9日 代 表 者 3名

7月24日、10月16日
3月5日

理 事

11月30日 指 導 者 17名

毎　　月 推 進 委 員 　

年　　間 推 進 委 員

研 究 大 会 6月30日 推 進 委 員 京田辺市（4名）

評 議 委 員 会 年　　間 推 進 委 員

総 会 5月30日 推 進 委 員 長岡京市中央生涯学習センター

評 議 委 員 会
5月23日、9月18日
1月29日、3月20日

推 進 委 員 乙訓教育局

7月26日 推 進 委 員 西山公園体育館

12月11日 推 進 委 員 大山崎町体育館

2月27日 推 進 委 員 向日市民体育館

近畿スポーツ推進委員協議会 研 究 大 会 2月7日 推 進 委 員 滋賀県近江八幡市

6月1日、8月1日
9月18日、3月15日

本 部 委 員 町体育館

12月8日 団 員 大山崎町体育館（151名）

委託事業
(各種団体) 乙訓スポーツ推進委員

連絡協議会

指導者研修会

委託事業
(町体育協会)

研 修 会

バスケットボール大会

駅伝競走大会

乙訓地区体育協会
連絡協議会

ゲートボール大会

軟式野球大会

サッカー大会

グラウンドゴルフ大会　　  　　

総合閉会式

理事会

内　　　　　　　　　　　　　　　　容

卓球バレー大会

陸上競技大会

バドミントン大会

バレーボール大会(女子）

ソフトバレーボール大会

スポーツ少年団

スポーツ推進委員協議会

   京都府スポーツ推進委員協議会

ボウリング大会

京都府民総合体育大会
（市町村対抗競技大会）

町スポーツ少年団交流大会

定例協議会

各種行事への指導・助言

加盟団体　8団体　　276名（団員217名、指導者59名）

本部委員会
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月　　別 利用人数

4　月 3,333

5　月 4,629

6　月 3,917

7　月 6,107

8　月 3,596

9　月 4,829

10　月 6,899

11　月 5,391

12　月 4,195

1　月 3,580

2　月 2,053

3　月 2,930

合　　計 51,459

平　　均 4,288

123

140

（単位　：　件・人）

138

128

99

104

1,653

157

124

134

利用団体数（延べ）

149

体 育 館 費 生　涯　学　習　課

 (１) 平成25年度大山崎町体育館利用状況

171

165

159
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％
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率

％
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率
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分
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率

％
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用

可

能

区

分

使

用

区

分

使

用

率

％

使

用

可

能

区

分

使

用

区

分

使

用

率

％

4月 25 100 62 62.0 100 60 60.0 100 68 68.0 300 190 63.3 100 28 28.0 100 11 11.0

5月 27 108 74 68.5 108 74 68.5 108 84 77.8 324 232 71.6 108 31 28.7 108 17 15.7

6月 26 104 68 65.4 104 69 66.3 104 84 80.8 312 221 70.8 104 35 33.7 104 19 18.3

7月 26 104 78 75.0 104 73 70.2 104 96 92.3 312 247 79.2 104 46 44.2 104 34 32.7

8月 27 108 82 75.9 108 75 69.4 108 83 76.9 324 240 74.1 108 54 50.0 108 10 9.3

9月 25 100 83 83.0 100 78 78.0 100 84 84.0 300 245 81.7 100 44 44.0 100 31 31.0

10月 27 108 86 79.6 108 83 76.9 108 74 68.5 324 243 75.0 108 65 60.2 108 63 58.3

11月 26 104 70 67.3 104 75 72.1 104 76 73.1 312 221 70.8 104 35 33.7 104 20 19.2

12月 23 92 60 65.2 92 59 64.1 92 66 71.7 276 185 67.0 92 36 39.1 92 35 38.0

1月 24 96 57 59.4 96 57 59.4 96 62 64.6 288 176 61.1 96 23 24.0 96 17 17.7

2月 23 92 17 18.5 92 19 20.7 92 76 82.6 276 112 40.6 92 15 16.3 92 8 8.7

3月 25 100 12 12.0 100 12 12.0 100 87 87.0 300 111 37.0 100 30 30.0 100 22 22.0

計 304 1,216 749 61.0 1,216 734 59.8 1,216 940 77.3 3,648 2,423 66.0 1,216 442 36.0 1,216 287 23.5

※2月10日から3月23日まで、体育館の大屋根修繕工事のため大体育室は使用せず

(２) 平成25年度体育館月別利用率表

小体育館 体育館（全面） 研修室 相談室

月

開

館

日

数

大体育館Ａ 大体育館Ｂ
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(３) 種目別利用状況

（単位：件） （単位：人）

催し物 7

フェンシング 111

年間利用件数

1,653件

バドミントン 444

卓球 326バレーボール

198

その他 217

体操 169

バスケット

ボール

66

テニス 40
武道 39 エアロビクス 36 催し物 1,196

エアロビクス 780

年間利用人数

51,459人

フェンシング

10,408

バレーボール

8,329

バドミントン

7,321
その他

7,978

体操 4,914

卓球 5,144

バスケット

ボール

3,454

武道 1,722
テニス 213
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